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工夫した点

▶ＮＤマンション

設計者のコメント　理事長をはじめとした管理組合様の堅実なリーダーシップの下、居
住者の皆様方が関心を持ち続け、御協働を続けていただいたことで工事を無事完成できたと
考えております。
当該事例は、建物の南面外部に特殊な座屈止めを有する一組の大きなブレースのデザイン採
用を特徴とし、複数の階を合理的に補強し、環境の良い南側の眺望や採光を遮る部分を少な
くし、住まう人にとって良好な住環境をできる限り維持しながら、建築材料の縮減と機能性
の確保を同時に実現した耐震改修計画になります。もちろん、様々な種類の建物への適用が
可能な補強手法だと考えています。

◦ 建物を使いながら施工
◦ 同時改修（屋上防水改修）
◦ きょうあい敷地
◦ 騒音粉塵

じ ん

の低減
◦ 短い工期
◦ 室内環境維持
◦ 外観維持

一組の大きなブレースで建物全体を補強する　− 新発想の耐震ブレース −
住まいながら補強！デザインと高機能の両立で耐震性を確保

詳細

全景写真

建 築 物 の 名 称 NDマンション
建 築 物 の 所 在 地 東京都世田谷区
敷 地 面 積 746.45㎡
建築面積／延べ面積 373.65㎡／ 2,453.99㎡
構 造 ／ 階 数 鉄筋コンクリート造／地上7階
主 用 途 共同住宅
設 計 期 間 670日間
施 工 期 間 260日間
工 事 費（ 概 算 ） 150,000千円

株式会社 善設計
☎03-3752-7801
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■MaSTER FRAME 構法の特長

①視界を遮るブレースがありません。
⇒眺望・採光に優れており、安全面・防犯面でも安心です。

②室内側の作業は不要です。
⇒住んでいただきながらの工事が可能です。

③特殊なアンカー（下左図）の採用により、振動・騒音・粉塵
じん

が激減します。
⇒騒音の大きい目粗し作業が不要で、居住者様の身体的・精神的負担を軽減します。

④現地の工事期間を短縮できます。
⇒PCa（プレキャスト）工法にも対応できます。

⑤バルコニーや外廊下の外側からの補強も適用可能です（増設工法 下右図）。

耐震化が成功したポイント
・ブレースが無い外部補強
　当初、一部の住戸にブレース付く補強案で合意が得られず、ブレース無しの MaSTER 

FRAME 構法を採用することで、眺望等の不公平感を解消でき耐震化を実現しました。 

当初補強案

MaSTER FRAME 構法 

平成 29 年度選定
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▶Ｆマンション

BiDフレーム工法(ダンパーを鉄骨フレーム柱に内蔵)による制振補強
開口を塞ぐことなく高い補強効果を発揮

工夫した点
◦ 建物を使いながら施工
◦ 騒音粉塵

じ ん

の低減
◦ 室内環境維持
◦ 外観保持

建 築 物 の 名 称 Fマンション
建 築 物 の 所 在 地 東京都府中市
敷 地 面 積 1,090㎡
建築面積／延べ面積 668㎡／ 5,447㎡
構 造 ／ 階 数 鉄骨鉄筋コンクリート造／ 1 ～ 5階、

鉄筋コンクリート造／ 6 ～ 10階
主 用 途 共同住宅、事務所、店舗
設 計 期 間 180日（評定含む。）
施 工 期 間 330日
工 事 費（ 概 算 ） 非公表

管理組合のコメント　バル
コニー面にブレースが無く、眺
望や使用性への影響が少ない上、
制振機能がある点が採用したポ
イントでした。特に1階ピロティ
部分の駐車場も同様にブレース
が無く、耐震改修後も駐車台数
の減少が少なかったことが決め
手になりました。
施工者のコメント　BiDフ
レーム工法の特徴は、ブレース
が無いことです。改修後も居室
内からの眺望に変化が無いため、
補強構面がある住戸と補強構面
が無い住戸の差がほとんどあり
ません。また、建物内部に対して、
一部柱の補強工事を行いました
が、居住者の御協力によりスムー
ズに施工できました。

全景写真

工事前

西松建設株式会社　構造設計部
☎ 03-3502-7634
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平成 29 年度選定
■BiDフレーム工法の特長

①補強前と変わらない室内からの眺望や採光
　従来の耐震・制振補強のようなブレースがなく、
フレーム架構が窓などを塞ぎません。
②住みながらの施工が可能
　建物外周からの施工が主体で、お客さまの引越し
や一時退去などは必要ありません。
③中高層の建物に適用可能
　他の耐震補強工法では難しい15階程度までの建
物にも適用できます。

■制振ダンパーシステム（建築技術性能証明取得）

　「軸力伝達機構」と「粘弾性ダンパーユニット」で
構成されています。

＜軸力伝達機構＞
　鉄骨アウトフレームの自重（長期軸力）と地震時
に生じる軸力（変動軸力）を負担します。
＜粘弾性ダンパーユニット＞
　地震時に変形することで、地震の振動エネルギー
を吸収します。

耐震化が成功したポイント
・管理組合や居住者の耐震補強への強い思いがあったためです。
・本建築物は特定緊急輸送道路に面しており、助成金を利用できたためです。

補強後のパース図

従来工法の眺望 BiDフレーム工法の眺望 既存建築物との接合部

制振ダンパーシステム
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工夫した点

▶天童市市民文化会館

所有者のコメント　東日本大震災では、音楽ホール等の建築物において、天井が脱落し
甚大な被害が発生したことから、当市でも市民文化会館の安全性の確保が課題となっていま
した。
　耐震工事の実施に当たり、受注者からデザインウォールの提案があり、芸術・文化発信の
中心である文化会館の外観が損なわれることなく、安全安心な建物になったことに感謝して
います。

◦ 外観維持（魅
み

せる補強部材）
　 ：和柄をモチーフ
◦ 室内環境維持
　 ：補強部材を付加しつつ
　 　通風と採光を確保
◦ 同時改修
　 ：大ホール・大集会室
　 　天井の耐震化

鋼板補強　＜デザインウォール＞
外観デザインに配慮した「魅

み

せる耐震補強」

詳細

全景写真

大成建設株式会社
☎03-3348-1111

建 築 物 の 名 称 天童市市民文化会館
建 築 物 の 所 在 地 山形県天童市老野森1-1-1
敷 地 面 積 8,099.52㎡
建築面積／延べ面積 3,353.39 ㎡／ 5,966.80 ㎡
構 造 ／ 階 数 鉄筋コンクリート造／地上3 階
主 用 途 市民文化会館
設 計 期 間 8か月
施 工 期 間 8か月
工 事 費（ 概 算 ） 非公開
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平成 29 年度選定
■工法の紹介：『デザインウォール（鋼板補強）』

・斜めに配したフラットプレートを、鋼板リブで座屈補強（設計耐力4,000kN）
・地域性や建物の意匠に違和感のない「和柄」をデザインモチーフとした。

■工夫した点

①魅せる補強部材：将棋の駒で有名な土地柄や、和風の前庭と調和する「和柄」をモチーフ
とし、デザイン性を表現しつつ性能を確保

②耐震補強・通風・採光を同時に確保：補強鋼材を格子状に配置することで、建物の採光や
通風を損なうことなく耐震性の向上を実現

③大規模天井の脱落対策を同時に改修：天井を耐震化し、利用者の安全を確保
・大ホールは剛強な新設構造部材を配し天井を直貼り補強（下図）
・大集会室はブレース天井（T-Ceiling V-brace 工法：BCJ 評定‐SC0001-01）で補強

■どういう場合にこの工法が有益か

・補強部材の設置場所が利用者から目立つ、あるいは建築計画上補強部材を設置しても通
風や採光に配慮したい場合

モチーフとした和柄

FEM 解析モデル

菱格子 鱗形 山路文 矢絣

大ホール内部 大ホール耐震天井の構造
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工夫した点

▶浅草駅ビル（EKIMISE（エキミセ））

設計者のコメント　当ビルは1931年に関東初の百貨店併設の「駅ビル」として開業し、
2012年5月の東京スカイツリー® 開業に伴い改修が計画されました。補強工事では駅・百貨
店の営業を妨げないことや、建物の機能を損なわないこと等の大きな制約がありました。そ
こで、補強設計においては、ホーム階の柱に対して列車や客動線確保のため炭素繊維補強に
より形状の変化を最小限としたり、補強部分と外装が干渉する部分に鋼板耐震壁を用いて厚
みを抑えたり等の配慮をしました。また、意匠外装との調和を図るため、外付けの車輪型アー
チブレースを採用しています。建設当時の技術者の想いと所有者の再生に懸ける願いが結実
し、今回の全面リニューアルが実現しました。

◦ 建物を使いながら施工
◦ 同時改修
　　（内装・外装・設備）
◦ きょうあい敷地
◦ 外観再生

様々な工法を駆使した内外装と調和する耐震補強
歴史的鉄道ターミナルビルの再構築

建 築 物 の 名 称 浅草駅ビル（EKIMISE（エキミセ））
建 築 物 の 所 在 地 東京都台東区花川戸一丁目4-1
敷 地 面 積 4,788 ㎡
建築面積／延べ面積 4,779 ㎡／ 34,564 ㎡
構 造 ／ 階 数 鉄骨鉄筋コンクリート造／

地上7階　地下1階
主 用 途 店舗、駅舎
設 計 期 間 約350日間
施 工 期 間 約600日間
工 事 費（ 概 算 ） 非公表

清水建設株式会社
☎03-3561-1111

改修前

創建時全景写真
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平成 29 年度選定
■建物外周には敷地的な余裕がないため耐震要素を極力ユニット化し、夜間での搬入・取付けとしました。

■ホーム階の柱は列車や客動線確保のため、柱の形状変化が最小限となる炭素繊維補強を採用しました。
工事においては、終電から始発までのﾀｲﾑｽｹｼﾞｭｰﾙを綿密に計画し、安全かつ確実な施工を行いました。

■カバー工法による外壁のダブルスキン化と庇効果により熱貫流率15％改善、東西面日射侵入率44％改
善を実現しました。

車輪型ブレース現場搬入

仮囲撤去 既存躯体目荒し 炭素繊維シート巻き付け 炭素繊維補強完了

改修後外観

鋼板耐震壁

車輪型ブレース

車輪型ブレース吊込状況

車輪型ブレース製作状況 鋼板耐震壁製作状況

新設GRC取付け状況 ⑵外装改修と耐震補強の概要 既存躯体と新設GRC断面図

新設GRC取付け状況 ⑴

既存躯体

既存躯体

新設 GRC
（柱部分）

新設 GRC
（スパンドレル）

新設 GRC
（スパンドレル）

新設外装

新設サッシュ 車輪型ブレース
新設GRC外装

新設GRC
（スパンドレル）

既存躯体

鋼板耐震壁

既存外装
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建物管理者のコメント　東北地方太平洋沖地震で、当病院は「震度６強」の揺れに襲わ
れました。この猛烈な揺れのため、給排水系統の損傷による水漏れ、壁面の剝離、床面への
亀裂などが多数発生しましたが、幸い建物が倒壊することはなく、人的被害も皆無でした。
　もし、耐震補強工事を実施していなかったなら、どんな惨状になっていたのか想像もできま
せん。
施工者のコメント　病院は24時間・365日、静かな環境が求められます。特に、病院を
運営しながらの耐震補強工事では、ドリル穴一つ開けるのでも細心の注意が要求され、従来
は非常に難しい工事とされていました。本工事では、「鋼管コッター工法」及び「高周波コア
ドリル工法」を用いて、病院内の居住環境の変化を最小限にしながら耐震補強工事ができる
ようにしました。工事期間中は平日昼間も作業したにもかかわらず、入院患者の移動や診療
時間の短縮・中止を実施することはありませんでした。

平成26年度 評価委員会の推薦事例

工夫した点

▶O病院

建 築 物 の 名 称 O病院
建 築 物 の 所 在 地 宮城県大崎市
敷 地 面 積 14,511㎡
建築面積／延べ面積 ― ／ 8,950㎡
構 造 ／ 階 数 鉄筋コンクリート造／地上7階
主 用 途 病院
設 計 期 間 ―
施 工 期 間 210日間
工 事 費（ 概 算 ） 247,000千円

戸田建設株式会社
☎03-3535-1354

◦ 建物を使いながら施工
◦ 騒音粉塵

じ ん

の低減
◦ 室内環境維持

既存部分との接合に鋼管を使用した補強
入院患者の移動なしで運営しながら耐震補強

全景写真

工事前
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光環境の悪化が少ないパラレルユニットフレーム構法
軽量なプレキャスト製品を使用し、工期の短縮ができる耐震補強

鹿島建設株式会社・株式会社富士ピー・エス
☎ 03-5858-3164

工夫した点

▶T病院

◦ 建物を使いながら施工
◦ きょうあい敷地
◦ 騒音粉塵

じ ん

の低減

建 築 物 の 名 称 T病院
建 築 物 の 所 在 地 鳥取県米子市
敷 地 面 積 ―
建築面積／延べ面積 ― ／ 5,447.5㎡
構 造 ／ 階 数 鉄筋コンクリート造／地上5階
主 用 途 病院
設 計 期 間 45日間
施 工 期 間 90日間
工 事 費（ 概 算 ） 50,000千円

設計者のコメント　Ｔ病院は２階に渡り廊下が通っており、居ながらで耐震補強を施
すには工事スペース上厳しい条件下であった。しかし、パラレルユニット構法は、狭
小地においての施工が可能であり、また、プレキャスト部材を使用した工事なので短
工期で、騒音、粉塵

じん

の発生が少なく、この物件（Ｔ病院）の耐震改修に合った工法であっ
た。

全景写真

工事前

平成26年度 評価委員会の推薦事例
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す。改修助成を利用する場合は、原則として掲示していただきます。詳しくは、ホームページ「東京都耐震
ポータルサイト」を御覧ください。

03（5989）1493

03（5989）1493
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（地方税法附則第15条の9第1項から第3項まで、
同法附則第15条の9の2第1項から第3項まで）

（令和３年４月1日現在）

（地方税法附則第15条の9第1項から第3項まで、同法附則第15条の9の2第1項から第3項まで）

　※１　住宅耐震改修工事に要した費用の額に含まれる消費税額等（消費税額及び地方消費税額の合計額をいい
　　　ます。）のうちに、8％又は10％の税率により課されるべき消費税額等が含まれていない場合は最高20万円
　※２　太陽光発電設備設置工事を併せて行った場合は最高60万円

　昭和57年1月1日以前から所在する住宅について、令和4年3月31日までの間に一定の耐
震改修工事が完了した場合、当該住宅に係る翌年度分※1の固定資産税額の1／2※2が減
額（居住部分で1戸当たり120㎡の床面積相当分までを限度）されます。改修工事が完
了した日から、3か月以内に申告が必要です。

　建築物の耐震改修の促進に関する法律に規定する要安全確認計画記載建築物又は要緊急安
全確認大規模建築物について、国の補助を受けて、平成26年4月1日から令和5年3月31日ま
での間に一定の耐震改修工事を行った場合、改修工事が完了した年の翌年度から2年度分、当該
家屋に係る固定資産税額（補助対象改修工事に係る工事費の5％に相当する金額を上限とす
る。）の1／2を減額します。改修工事が完了した日から、3か月以内に申告が必要です。

　昭和57年1月1日以前から所在する家屋を取り壊し、当該家屋に代えて、令和4年3月31日
までの間に住宅を新築し、一定の要件を満たす場合、新築後新たに課税される年度から3年度
分、当該住宅に係る固定資産税・都市計画税額の全額が減免されます。新築した年の翌々年の2
月末までに申請が必要です。

　昭和57年1月1日以前から所在する家屋について、令和4年3月31日までの間に一定の
耐震改修工事が完了した場合、当該住宅に係る翌年度分※の固定資産税・都市計画税額の全
額が減免（居住部分で1戸当たり120㎡の床面積相当分までを限度）されます。改修工事が完
了した日から、3か月以内に申請が必要です。

　昭和56年5月31日以前に建築された住宅の所有者が、令和3年12月31日までに一定の
耐震改修を行った場合、標準的な工事費用相当額の10％相当額（最高25万円※1）が所得税
から控除される場合があります。
　なお、上記の一定の耐震改修及び一般省エネ改修工事及び耐久性向上改修工事と併せて
した場合、標準的な工事費用相当額の10％相当額（最高50万円※2）が所得税から控除され
る場合があります。

（租税特別措置法第41条の19の2､第41条の19の3）

（東京都都税条例第134条第1項第4号、同条例第188条の30、東京都都税条例施行規則第31条第2項）




